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令和 6 年度磐田市環境マネジメントシステム内部監査概要 

 

１ 監査実施時期 

  令和 6 年 6 月～8 月 

 

２ 監査実施部署  

  危機管理課、自治市民部（指定管理含む）、経済産業部（指定管理含む）、

議会事務局、会計課、監査委員事務局、消防、病院事業部 

  ＜現地調査＞ 

  実施数：10 カ所 

実施日：8 月 5 日・20 日・21 日・28 日・29 日 5 日間 

施設名：南御厨交流センター、磐田市総合体育館、磐田温水プール、 

磐田市民文化会館、渚の交流館、農林水産課、議会事務局、 

磐田市消防署、磐田市消防署豊田分遣所、磐田市立総合病院 

 

 

３ 内部監査員 

  環境管理委員長が環境、建築、施設管理、防災等の専門的知識を有する職

員から 4 名を選出。 

 

４ 監査項目 

①書類審査 

令和 5 年度における電気使用量、燃料使用量、公用車使用実績、水道使

用量、用紙使用量、廃棄物排出量、グリーン購入実績 など 

②現地調査 

設定目標の達成状況、省エネルギー・省資源の取組状況、燃料保管状

況、環境関連法規・緊急時の対応手順の確認 など 



①前年度比
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グリーン
購入率

廃棄物
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　自治市民部 4.2% 0.7% -20.8% -3.2% 34.3% -46.5% 99.7% 54.5%

　経済産業部 -5.5% -1.4% 16.5% -7.5% 25.0% -13.6% 96.9% 57.4%

　危機管理課
　議会事務局
　会計課
　監査委員事務局

1.7% -0.4% 32.9% -1.0% - -8.1% 99.8% 33.9%

　消防 -3.1% -1.0% 16.0% -3.8% -8.5% -13.4% 98.6% 196.7%

　病院事業部 7.3% 3.8% 16.8% 15.2% -10.7% -3.8% - -

　市全体 6.2% -2.3% -2.2% 0.4% 4.2% -13.5% 95.9% 19.0%

※各項目は令和5年度結果の令和4年度比を記載しています

令和6年度磐田市環境マネジメントシステム　書類審査結果表



②審査員評価

部

　経済産業部

・経済観光課と農林水産課の公用車使用と農林水産課での水道使用量が増えているものの、電気
やガスの削減からCO2排出量の削減につながっている。

・経済観光課及び農林水産課のLPG、都市ガスの使用量が抑えられたことで燃料の使用量が減少
しており維持していただきたい。
・農林水産課の廃棄物が特に増えているため、改善の必要が求められる。
・農林水産課の水道使用量が特に増えているため、改善が求められる。

・電気使用量と燃料使用量が削減されたことによるＣＯ２の削減とのことで、継続を期待します。
一方で水道使用料が増加している。

・用紙使用が削減できている点が評価できる。公用車使用について削減できた他部署の事例を取
り入れ減らしていくことが望ましいと思います。

　危機管理課
　議会事務局
　会計課
　監査委員事務局

・能登半島地震への支援への行き来のため、公用車使用量が増えている。

・危機管理課の水道使用量が大幅に削減されており、（表示にはないが、データから87％）維持し
ていただきたい。
・能登半島の地震災害の派遣のため、車両の使用の増加、並びに現地活動に伴う廃棄物を処理し
たが増加の要因だと推察する。

・ＣＯ２は増加しているものの部局としては大きな増加にはなっておらず、公用車の利用増は能登
半島派遣によるものと推察され、特に意見はありません。

・用紙使用が削減できている点が評価できる。
・公用車使用について削減できた他部署の事例を取り入れ、削減につながることを期待します。

令和6年度磐田市環境マネジメントシステム　書類審査結果表

　監査員コメント

　自治市民部

・かたりあの稼働か増えたからか文化振興課の燃料使用量とスポーツのまち推進課の水道使用量
が大幅に増えたことからCO2排出量が増えている。
・施設更新時の基準を再確認したい。また水道使用量の増加の要因を確認したい。

・全ての課において公用車の使用が控えられており維持していただきたい。
・全ての課において、紙の使用量が大幅に削減（30～40％）されているが、特にスポーツのまち
推進課の削減率（70％）は目を見張るものがある。
・全ての課において水道の使用量が増えているため、改善が求められる。
・廃棄物の増えた理由として、Ｒ４年度はかたりあの貸館が７月からだったのに対し、R5年度は１
年間と稼働率が上昇したこと、また、駐車場が広がったことで、草や落ち葉の処理量が大幅に増え
たことによるもの。

・公用車の使用実績が大きく下がった要因について伺いたい。
・用紙使用量の削減に向けた取組について、他部署にも共有してもらいたい。

・電気使用量が増加しており、スマートエナジーでの電力購入ができないか検討してもらいたい。
・公用車使用が減っている点が評価できる。減らせた理由を庁内で水平展開できると望ましいと
思います。
・用紙使用量の削減が顕著で素晴らしい。



部

　市全体

・燃料使用量において、異常気象により、空調設備の稼働が増えたものと推察できるが、交流セン
ターは、不明なため、再検証が必要と考える。水道使用量は、使い勝手のほか、漏水の有無の検討
も必要である。

・用紙の使用が減少しており、今後も電子申請の推進等も含め継続していきたい。
・廃棄物については、能登半島地震対応が含まれているため、災害対応の廃棄物と通常の廃棄物
と分けて考える必要がある。

・ＣＯ２排出量については、毎年約４％の削減を必要としながらも、病院と自治市民部が大きく増
加している。今回の結果と比較すれば来年度は減少することになるかもしれませんが、単純な前
年度比較でいいのか検証も必要と思います。

・用紙使用が削減できている点が評価できる。
・燃料使用量について削減できた他部署の事例を取り入れ、削減につながることを期待します。

　監査員コメント

　消防

・公用車使用実績から異常気象等により、救急車の出動が増えたと思われるが、電気、燃料、水
道、用紙の使用量が削減され、CO２排出量の削減につながっている。

・灯油を使用する暖房器具を廃止したことによる燃料使用量が削減されたもの。
・能登半島の地震災害へ緊急消防援助隊の一員として派遣したため、消防車両の使用、並びに現
地活動に伴う廃棄物を処理したことにより大幅に増加している。

・暖房用の灯油使用をやめたことによるＣＯ２の削減とのことで、翌年度に現状を維持以上にする
ためにはどのような取り組みが必要になるか伺いたい。

・用紙使用が削減できている点が評価できる。
・公用車使用について削減できた他部署の事例を取り入れ、削減につながることを期待します。

　病院事業部

・異常気象等により、夏場のエアコンの稼働が増えたことから、商用電力に加え、Ａ重油での発電
が増えている。

・公用車、及び重油の使用量が増えたことで、CO2の排出量の増加に繋がっており改善が必要。
・水道使用量が減っていることは維持していただきたい。

・公用車の使用実績の増加要因として、災害の発生や被災地支援と捉えて間違いはないか確認し
たい。

・水道使用量を減らした点が評価できる。
・公用車使用や燃料使用量について、削減できた他部署の事例を取り入れ、削減につながること
を期待します。



良い 適合 要改善 不適合 非該当
是正・
改善

1 磐田市消防署豊田分遣所 1 16 0 0 2 不要

2 農林水産課 7 5 0 0 7 不要

3 議会事務局 1 12 0 0 6 不要

4 磐田市立総合病院 1 14 0 0 4 不要

5 磐田市消防署 10 5 0 0 4 不要

6 磐田温水プール 11 7 0 0 1 不要

7 磐田市総合体育館 2 16 0 0 1 不要

8 磐田市民文化会館 2 16 0 0 1 不要

9 渚の交流館 13 4 0 0 2 不要

10 南御厨交流センター 2 16 0 0 1 不要

【評価】

良　い：環境マネジメントシステムに適合し、十分な取り組みがとられている

適　合：環境マネジメントシステムに適合した取り組みがとられている

要改善：環境マネジメントシステムに適合しているものの改善が必要なもの

不適合：環境マネジメントシステムに適合しておらず、是正が必要なもの

非該当：評価項目の対象となっていない

是正・改善：「不適合」または「要改善」により「是正（改善）方針書」の作成が必要か否か

現地調査結果

評価

監査先no
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